
　＝内容　　＝日時　　＝会場　　＝対象　　＝定員　　＝費用　　＝申込　　＝問い合わせ先　b＝ 電話　c ＝ ファクス　
d＝ Ｅメール　a ＝ ホームページ（13㌻）に詳しい内容を掲載しているもの　w＝当日直接参加するもの　v＝申し込みを要するもの

6＝子ども向けの催し　x＝詳細を施設へお問い合わせいただくか、施設のホームページ、チラシなどで確認いただくもの

広告



92種約4,700本の樹木や色とりどりの花など、緑豊かな公園。市民の
憩いの場であるほか、多くの観光客が訪れるイベント会場としても利用
されている。   大通公園（中央区大通西1～12丁目） 251-0438

 さっぽろの  

今や約196万人が暮らす街へと発展した札幌。ここでは、札
幌の発展に尽力した人物の功績や、市内にある建物の歴史
的背景、見どころなどを紹介。札幌の歩みを振り返ります。

歴史めぐり

今 月 は 大通公園

1869（明治2）年
開拓判官の島義勇が現在の大通公園
と創成川を中心に街を造る計画を立案
1911（明治44）年
造園技師の長岡安平の設計に基づき、
本格的に公園を整備
1950（昭和25）年
戦後の復旧が本格化。6基の雪像で
第1回雪まつりを開催
1994（平成6）年
各丁目の個性化や広場のバリアフリー
化など、公園の再整備事業が完了

公園のあゆみ

しま よし たけ

ながおかやすへい

おお どおり こう えん
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※費用、申し込み方法の記載がない場合は、それぞれ無料、当日会場へ行く催しです

大通公園管理事務所所長 下谷地 雄三さん
しも や  ち ゆう ぞう

現在の大通公園は、もともと火事
の燃え広がりを防ぐための「火防
線」でした。その後、花壇や散歩道
が徐々に整備されていきました。西
6丁目広場にあるケヤキの木は、樹
齢150年ほどと推定されているん
ですよ。

◀1944（昭和19）年、畑として耕され
る大通西7丁目

▶雪景色にも映える黒い滑り台の
彫刻「ブラック・スライド・マントラ」

大通公園の歴史や見どころを一部紹介

◀
る

戦前、散歩の場として整備されて
いた大通公園。戦争が始まると設
置されていた銅像は政府に買い
取られ、公園は食糧不足を補うた
めのイモ畑に。戦後は進駐軍によ
り、野球場や教会が作られるな
ど、時代とともに姿を変えてきた。

彫刻家のイサム・ノグチは道
路で分断されていた8丁目と
9丁目をつなげ、子どもたち
の遊び場にすることを提案。
滑り台の彫刻の設置を計画
し、「子どもたちの尻がこの
作品を完成させる」と語っ
た。

雪まつりが観光の
一大イベントに

大通公園の
そのほかの
主な催し

1871年 火事の延焼を防ぐ
場所として誕生

1989～
1994年

平成の再整備には
イサム・ノグチが参加

1945年
前後

第2次世界大戦前後は
花壇や芝生が消えて畑に

1950（昭和25）年に中学生・高校
生が6基の雪像を設置して始
まった雪まつり。当時、戦後の復
興を願って始まったこの催しは現
在200万人以上の観客が集う札
幌の冬の風物詩となっている。

5月下旬 ライラックまつり
6月上旬 YOSAKOIソーラン祭り
7月下旬～8月中旬 夏まつり
9月上旬～9月下旬 オータムフェスト
11月下旬～12/24 ミュンヘンクリスマス市

クまつり

事事事
防防
道道道
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